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は
じ
め
に

　
在
外
教
育
施
設
と
は
、
海
外
に
あ
る
日
本
人
学
校
と
補
習
授
業
校
、
私
立
在
外
教
育
施
設
を
指
し
ま

す
。
日
本
人
学
校
は
現
在
四
十
九
か
国
に
九
十
四
校
、
補
習
授
業
校
は
五
十
一
か
国
に
約
二
百
三
十
校
、

私
立
在
外
教
育
施
設
は
五
か
国
に
七
校
あ
り
ま
す
。
日
本
人
学
校
は
外
国
で
生
活
す
る
日
本
人
の
子
ど
も

に
対
し
て
、
国
内
と
同
等
の
水
準
の
教
育
を
行
う
施
設
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
文
部
科
学
省
は
国
内
の
教

師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
補
習
授
業
校
は
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
日

本
人
の
子
ど
も
に
、
土
曜
日
だ
け
授
業
を
行
う
学
校
で
す
。
週
一
日
な
の
で
、
主
に
国
語
と
算
数
を
学
習

す
る
学
校
が
多
い
よ
う
で
す
。
在
籍
数
が
百
名
を
超
え
る
と
、
日
本
か
ら
一
人
の
教
師
が
派
遣
さ
れ
ま

す
。
担
任
教
師
を
務
め
る
人
は
現
地
採
用
の
人
た
ち
で
す
。

　
派
遣
教
員
の
使
命
は
外
国
に
住
む
日
本
人
の
子
ど
も
の
学
力
保
障
と
国
際
性
を
培
う
こ
と
で
す
。
言
語

や
生
活
様
式
、
風
俗
習
慣
の
異
な
っ
た
文
化
を
受
け
入
れ
る
懐
の
広
さ
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
派
遣
さ
れ

た
国
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
内
の
異
文
化
も
同
様
で
す
。
他
県
か
ら
の
派
遣
教
員
の
考
え
方
の
違

い
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
教
員
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
異
文
化
の
中
で
も
、
他
と
協
調
し
な
が

ら
忍
耐
強
く
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
教
員
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

香
港
日
本
人
学
校

　
香
港
日
本
人
学
校
は
三
つ
の
学
校
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
香
港
校
と
大
埔
校
の
Ｊ
Ｓ
（Japanese 

Section

）
と
Ｉ
Ｓ
（International Section

）
の
三
つ
で
す
。
三
つ
の
学
校
を
統
括
し
て
い
る
の
は

香
港
日
本
人
学
校
経
営
理
事
会
な
の
で
、
い
わ
ば
私
立
の
学
校
で
す
。
文
部
科
学
省
派
遣
教
員
は
、
校
長

二
名
、
教
頭
三
名
、
教
諭
二
十
九
名
で
す
。
学
校
で
独
自
に
採
用
し
て
い
る
教
員
は
、
校
長
一
名
の
他
六

十
七
名
、
現
地
採
用
の
ス
タ
ッ
フ
十
六
名
で
す
。
児
童
生
徒
数
は
三
つ
の
学
校
合
わ
せ
て
約
六
百
名
ほ
ど

で
す
。
２
０
１
９
年
の
民
主
化
運
動
や
２
０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
等
で
児
童
生
徒
数
は
こ
の
四
年

間
で
激
減
し
ま
し
た
。

　
学
校
採
用
教
員
や
現

地
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
は

児
童
生
徒
の
授
業
料
で

賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、

児
童
生
徒
数
の
減
少
は

学
校
の
存
続
に
関
わ
る

大
き
な
問
題
で
す
。
現

在
香
港
は
コ
ロ
ナ
の
制
限
が
完
全
に
撤
廃
さ
れ
、
児

童
生
徒
数
も
少
し
ず
つ
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
大
埔
校
Ｉ
Ｓ
（International Section

）
に
は

い
ろ
い
ろ
な
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
百
七
十
名
が
通
っ

て
い
ま
す
。
バ
カ
ロ
レ
ア
の
教
育
課
程
に
沿
っ
て
英

語
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
校
舎
の
中
に
二

つ
の
違
っ
た
教
育
課
程
の
学
校
が
共
存
し
て
い
る
の

は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
教
員
は
校
長
も
含
め
す

べ
て
現
地
採
用
で
す
。

　
香
港
で
生
活
し
て
い
る
日
本
人
学
齢
児
童
生
徒
の
全
て
が
日
本
人
学
校
に
通
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
児
童
生
徒
も
か
な
り
い
ま
す
。
こ

れ
は
保
護
者
の
考
え
方
な
の
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
高
校
、
大
学
を
そ
の
ま
ま
海
外
で
進
学

さ
せ
る
な
ら
良
い
の
で
す
が
、
い
ず
れ
日
本
に
帰
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
帰
国
後
の
子
ど
も

た
ち
が
ど
れ
だ
け
日
本
で
苦
労
す
る
か
分
か
っ
て
い
る
の
か
心
配
に
な
り
ま
す
。

　
　
大
埔
校
Ｊ
Ｓ
の
先
生
た
ち

　
大
埔
校
Ｊ
Ｓ
は
文
科
省
派
遣
の
校
長
一
名
、
教
頭
一
名
、
教
諭
一
〇
名
と
学
校
採
用
の
日
本
人
教
諭
六

名
、
英
国
人
等
の
英
語
教
師
五
名
、
英
国
人
の
図
画
工
作
専
科
一
名
が
い
ま
す
。
ま
た
、
通
年
で
実
施
し

て
い
る
水
泳
授
業
専
門
の
現
地
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
五
名
い
ま
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
、
生
徒
指
導
上

の
対
応
は
国
内
と
同
様
で
す
。
児
童
の
下
校
後
は
教
材
研
究
や
授
業
の
準
備
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
教
材
開
発
の
た
め
に
校
外
学
習
の
実
踏
調
査
に
行
っ
た
り
、
校
内
研
修
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
香
港
校
小
学
部
と
は
年
間
数
回
合
同
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
夫
婦
派
遣
が
二
組
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
香
港
校
と
大
埔
校
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
顧
問
会　

元
会
長

香
港
日
本
人
学
校
大
埔
校
Ｊ
Ｓ　

校
長　
　

渡
辺
　
真
也

海
外
で
教
え
る
先
生
た
ち

海
外
で
教
え
る
先
生
た
ち

　
在
外
教
育
施
設
事
情

　
在
外
教
育
施
設
事
情
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先
生
方
の
生
活
は
決
し
て
楽
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
香
港
の
物
価
は
高
く
、
生
活
費
に
か
か
る
お
金
は
世

界
の
駐
在
員
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
い
で
二
位
だ
そ
う
で
す
。
住
居
は
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
暮
ら
し
で
す
。
香
港
は
土
地
が
狭
い
た
め
家
賃
は
世
界
一
高
い
そ
う
で
す
。
最
近
の
円
安
傾
向
が

さ
ら
に
教
員
の
生
活
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
休
日
に
な
れ
ば
香
港
の
食
文
化
を
楽
し
み
に
出
か
け
た
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
た
り
と
そ

れ
ぞ
れ
充
実
し
た
異
文
化
体
験
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
身
に
付
け
た
教
師

が
、
帰
国
後
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
で
さ
ら
に
活
躍
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
大
埔
校
Ｊ
Ｓ
の
子
ど
も
た
ち

　
大
埔
校
Ｊ
Ｓ
は
小
学
部
だ
け
で
す
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
十
二
学
級
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
８
年

は
四
百
五
十
名
い
た
児
童
数
は
五
年
間
で
約
三
分
の
一
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
後
増
加
に
転
ず
る
見

込
み
で
す
。

　
日
本
国
内
と
同
じ
教
科
書
を
使
っ
て
い
て
教
育
課
程
は
日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
い
ま
す
。
理

科
や
社
会
は
香
港
に
合
わ
せ
て
一
部
変
更
し
て
あ
り
ま
す
。

　
英
語
は
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
毎
日
一
時
間
あ
り
ま
す
。
週
五
時
間
、
能
力
別
の
少
人
数
指
導
を
英

国
人
等
の
先
生
方
が
指
導
し
ま
す
。
使
っ
て
い
る
教
科
書
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
社
の
物
で
す
。
香
港
は

イ
ギ
リ
ス
領
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
公
用
語
は
広
東
語
と
英
語
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
英
語
の
ス
キ
ル
は

か
な
り
高
く
、
英
検
は
二
級
を
受
験
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
校
外
学
習
で
工
場
見
学
に
出
か
け
た

時
は
、
英
語
で
説
明
を
聞
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り

の
担
任
の
先
生
に
日
本
語
で
通
訳
し
て
く
れ
る
児
童
も
い
て
面
白
い
で
す
。
図
画
工
作
は
英
国
人
の
先
生

が
英
語
で
授
業
を
行
う
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
泳
も
英
語
で
現
地
の
専
門
家
が
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
通
学
は
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
八
時
前
に
バ
ス
は
到
着
し
、
午
後

三
時
十
五
分
に
全
員
が
一
斉
下
校
し
ま
す
。
給
食
は
な
い
の
で
、
毎
日
保
護
者
の
作
っ
た
お
弁
当
を
持
参

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
は
学
校
に
大
変
協
力
的
で
、
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
、
校
外
学
習
の
引

率
補
助
や
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
図
書
館
の
整
備
や
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
校
舎
内
の
掲
示
物
を

季
節
に
合
わ
せ
て
変
え
て
く
れ
る
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
交
流
活
動
も
大
変
盛
ん
で
す
。
同
じ
校
舎
を
共
有
し
て
い
る
Ⅰ
Ｓ
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
香
港
校

の
小
学
部
と
の
合
同
行
事
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
隣
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
現
地
の

学
校
と
も
長
年
継
続
し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
原
籍
校
の
あ
る
派
遣
教
員
は
、
自
分
の
学

年
の
児
童
と
原
籍
校
の
児
童
と
の
交
流
を
始
め
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
住
ん
で
い
る
様
々
な
子
ど

も
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
刺
激
を
受
け
合
っ
て
い
ま
す
。

　
学
力
は
大
変
高
く
、
話
す
こ
と
も
と
て
も
大
人
び
て
い
ま
す
。
現
学
年
よ
り
一
～
二
年
上
の
学
年
の
子

ど
も
た
ち
と
話
し
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
も
将
来
の
日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
日

本
人
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

お
わ
り
に

　
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
関
す
る
法

律
（
令
和
４
年
６
月
17
日
）
が
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
在
外
教
育
施
設
に
は
と
て
も
大
き
な
出
来

事
で
す
。
在
外
教
育
施
設
の
教
職
員
の
確
保
や
教
育
環

境
の
改
善
が
日
本
の
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
在
外
教
育
施
設
で
働
く
私
た
ち
の
苦
難
や
困
難
を

少
し
で
も
和
ら
げ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
も
教
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
は
分
か
り
ま
す
が
、
在
外
教
育
施
設
を
後
回

し
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
と
て
も
困
る
の
で
す
。
在
外

教
育
施
設
で
仕
事
が
し
て
み
た
い
、
と
思
う
国
内
の
先

生
が
も
っ
と
も
っ
と
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

学校教育トピック

英語の先生たち（ハローウイン）

ヤクルト工場の見学

現地校との交流活動　協働課題解決


